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講座概要
東洋大学では、 創立者 ・ 井上円了の志を

受け継ぎ、 東洋大学が有する「知」を広く

社会に役立てて頂くため、 数多くの公開

講座や生涯学習プログラムを提供してい

ます。本講座では日本文化、 経済、 社会問

題など様々な日本に関するトピックを取

り上げ、 東洋大学の専門家が講義をお届

けします。日本の文化や社会問題などの

背景を知ることは、 日本語の理解を深め

ることにも繋がります。日本の文化につ

いて初めて学ぶ方、 知識をさらに深めた

い方、 日本への留学、 就職を希望する方

など広く受講を歓迎いたします。

日本の魅力を探求する

東洋大学の専門家による教養講座

7/12( 土 ) ・ 10/4( 土 ) ・ 12/6( 土 )講 座 期 間

各回 1,000 名　（先着順）定 員

オンライン （Zoom）講 座 形 式

N2(JLPT) 程度以上の日本語能力を

持つ外国人の方、 又は日本人の方

受 講 対 象

6 コース※2-5募集コース

無料費 用

6/16( 月 ) ー 12/5( 金 )申 込 期 間

TOYO Japanese Language Program

サイトよりお申込ください。

URL：https://toyo-jlp.com

申 込 方 法

※2　1コースのみの参加も複数コースの参加も自由に選べます。

※3　講師の許可を得たコースに対して、コース終了後アンケートに回答した方は、

当日使用した資料を閲覧することができます。

※4　申し込んだ方全員、後日授業動画を閲覧することができます。

※5　全員参加証をダウンロードすることができます。井上円了について：https://www.toyo.ac.jp/about/founder/

������������������������������

�����
�	����������

日
本
の「知」
東洋大学オンライン講座

※1 コースによって申込期間が異なります。詳しくはウェブサイトでご確認ください。



東洋大学学長　矢口悦子

東洋大学は東京帝国大学を卒業した若き哲学者井上円了によって、1887年に創立さ

れた私立哲学館を前身としています。そこでは、「諸学の基礎は哲学にあり」ということ

を建学の精神としており、 「どんな問題も深く探求し、真理に向かう学び方」が大切に

されておりました。また、井上円了は3度の世界一周旅行を通して見聞した様々なこと

を、人々に伝えるため 5,000回以上も日本全国にて講演をしています。その志を受け

継ぎ、私たちも東洋大学が有する知的な財産である日本文学や歴史、あるいは社会、

日本語等の分野における研究成果をできる限り多くの世界中の人々に届けたいと考え

ております。これからも少しずつ講座を増やして参りますので、どうぞ皆様ご期待くだ

さい。

東洋大学学長からのごあいさつ

開講スケジュール

012025/07/12 ことば・語学13：00～14：30

敬語の使い方を簡単に説明します。正しい敬語を使うことは、日本での豊かな生活や日本人との良
好な人間関係を 築くためにも必要です。敬語の基礎　入門編

東洋大学福祉社会デザイン学部 子ども支援学科　髙橋 直美教授

022025/07/12 都市・建築・
地域社会15:00～16:30

アジアのいくつかの国で街並み保存や住宅調査を行ってきた経験をもとに、日本の街や建物を考
え直してみます。グローバル化が進む現代社会では、その国特有の建物や街が受け継がれている
のと同時に世界中どこにでもあるような建物と街が生まれています。伝統性と現代性がせめぎ合う
世界の中で東京の建物や街の未来についても考えてみます。

現代都市として見た東京

東洋大学理工学部 建築学科　篠崎 正彦教授

032025/10/04 文学・芸術13：00～14：30

小倉百人一首は日本を代表する秀歌集です。収められた歌は四季の歌と恋の歌を中心に編まれて
いますから、日本の勅撰和歌集の伝統を伝えるとともに、古人がいだいた普遍的な思いをいまに
伝えています。その味わいは現代の私たちにとっても魅力的なものです。百人一首の代表的な歌
を取り上げ、その洗練された表現を味わうとともに、万葉集以来の日本の歌の伝統のなかで、そ
れらがどのように形成されたのか理解を深めます。

百人一首を味わう

東洋大学文学部 日本文学文化学科　菊地 義裕教授

042025/10/04 国際社会・外交15:00～16:30

外国からの訪日観光客の数はコロナ前をしのぐ勢いです。日本語を理解できない観光客が多い中
で AI 翻訳など便利なツールが活躍しています。しかしそのような時代であるからこそ、観光の現
場においても人と人との温かなコミュニケーションが求められているといえるでしょう。講座では日
本における多言語翻訳ツールの現状にも触れつつ、過去の事例研究も紹介しつつ、観光客とのよ
りよいコミュニケーションのための取組について考えていきます。

外国人観光客とのよりよいコミュニケーションとは

東洋大学国際観光学部 国際観光学科　中挾 知延子教授

052025/12/06 科学・数学13：00～14：30

この講義では「折り鶴」というキーワードをもとに、江戸時代の日本文化の紹介から現代でも研究
対象になっているタイリングという分野の紹介までを学際型研究の一例として紹介します。江戸時
代の安定した社会はさまざまな独自文化の発展を助けました。折り紙もそのひとつです。そして、
現代では "origami"という言葉は国際語にもなるほど発展しています。その代表例である「折り鶴」
を通じて、江戸時代と現代の数理科学の両方を体験しましょう。

江戸時代の文献から知る，江戸文化・折り鶴・幾何学

東洋大学理工学部 機械工学科　吉野 隆教授

062025/12/06 文化15:00～16:30

音声を使わず「手で話す」手話には、音声言語とは異なる文化的・社会的特徴が表れています。
本講義では、日本手話（JSL）とアメリカ手話（ASL）の構造や表現の違いを比較しながら、こと
ばの多様性や文化の映し鏡としての手話の魅力を紹介します。さらに、手話から見えてくる日本社
会の特性や、ろう文化の位置づけ、共生社会に向けた課題と希望にも触れていきます。簡単な手
話表現の体験も交えながら、言葉を超えたコミュニケーションのあり方を一緒に考えてみましょう。

手で話すことば、見えてくる文化
ー日本とアメリカの手話に見ることばの多様性ー

東洋大学福祉社会デザイン学部 社会福祉学科　八木 裕子教授
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【知】
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讲座概要
东洋大学秉承创办者井上円了的志
愿，致力于将我校所拥有的知识资产
广泛应用于社会。为实现这一目标，
我们提供了众多的公开讲座和终身学
习项目。本课程将涵盖与日本有关的
多个主题，包括日本文化、经济、社
会问题等，并由东洋大学的专家进行
讲授。了解日本文化和社会问题的背
景也有助于加深对日语的理解。无论
您是初次接触日本文化、希望扩展知
识，还是计划留学或就业于日本，我
们都热忱欢迎您的参加。

探索日本魅力：
东洋大学专家主讲的人文课程

����年�月��日·��月�日·��月�日(JST)时 间

每节课�，���名（先到先得）名 额

网络授课（Zoom）形 式

N�（JLPT）及格水平以上的外国人或日本人对 象

�节课 ※课 程

免费参 加 费

����年�月��日ー����年��月�日(JST)报 名 时 间

请进入TOYO Japanese Language 
Program 网站报名。
URL：https://toyo-jlp.com

报 名 方 法

※ 你可以根据自身的情况自由一节或多节课程。
※ 回答课后问卷即可阅览当天可见资料。
※ 课程视频会与日后公开，所有报名者均可观看。
※ 所有报名者均可下载参与证书。关于井上円了：https://www.toyo.ac.jp/about/founder/
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东洋大学在线讲座

*申请时间因课程而异。详情请查看官方网站。



课程安排

东洋大学校长　矢口悦子

东洋大学是由毕业于东京帝国大学的年轻哲学家井上円了，于����年所创立。其前身是
私立哲学馆。学校的创立精神是“一切学问的基础在于哲学”，强调“深入探索问题，
追求真理”的学习方法。井上円了曾三次世界周游旅行，并将他在各地的所见所闻，通
过在日本各地演讲的方式传授予人们。其演讲次数超过����场。我们也将继续继承他的
热情，将东洋大学的知识资产，包括日本文学、历史、社会和日语等领域的研究成果，
传播给尽可能多的人。我们将继续逐渐增加课程，敬请期待。

来自东洋大学校长的问候

������/��/�� 语言��：��～��：��

本课程将简要介绍日语敬语的基本用法。
正确掌握敬语的表达方式，有助于在日本过上更加充实的生活，并与日本人建立良好的人际关系。敬语基础入门课程

东洋大学社会福祉设计学部 高桥 直美教授

������/��/�� 城市·建筑与社区��:��～��:��

结合在亚洲多个国家进行街景保存和住宅调查的经验，本讲座将重新审视日本的城市与建筑。
在全球化不断发展的当代社会中，一方面是各国独有的街景与建筑被传承保留，另一方面却也出现
了全球千篇一律的城市与建筑。在传统与现代交融碰撞的背景下，我们将思考东京街道与建筑的未
来方向。

东京的普遍性与独特性：对城市形态的再思考

东洋大学理工学部 筱崎 正彦教授

������/��/�� 文学·艺术��：��～��：��

《小仓百人一首》是日本代表性的和歌名篇集，主要收录了关于四季与恋爱的诗歌，不仅延续了日本
敕撰和歌集的传统，也传达了古人普遍共通的情感。
本讲座将精选其中的代表作品，品味其精致的表现手法，同时从《万叶集》以来的日本和歌传统中，深
入理解这些诗歌的形成背景。

品味《小仓百人一首》的诗歌之美

东洋大学文学部 菊地 义裕教授
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访日外国游客数量正迅速超过疫情前的水平。在许多游客无法理解日语的情况下，AI翻译等工具正
在发挥重要作用。
然而，正因为这是一个技术便利的时代，旅游现场更加需要人与人之间温暖的交流。本讲座将介绍日
本多语言翻译工具的现状，结合以往案例，一起思考与游客建立更好沟通的方式。

与访日外国游客的高效沟通技巧

东洋大学国际观光学部 中挟 知延子教授

������/��/�� 科学·数学��：��～��：��

本讲座以“折纸鹤”为关键词，介绍江户时代的日本文化以及当今仍在研究的“镶嵌图案（Tiling）”领
域，作为跨学科研究的一个实例。
江户时代稳定的社会促进了包括折纸在内的多种独特文化的发展。如今，“origami”一词已成为国际
用语。通过代表性的“折纸鹤”，我们将共同体验江户时代与现代数理科学之间的联系。

从江户时代文献探寻江户文化、折纸鹤与几何艺术

东洋大学理工学部 吉野 隆教授
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手语是一种“用手交流”的语言，其所体现的文化和社会特征不同于语音语言。
本讲座将比较日本手语（JSL）与美国手语（ASL）的结构和表达方式，介绍手语作为语言多样性与文
化映照的魅力。此外，还将探讨手语所揭示的日本社会特性、聋人文化的地位以及走向共生社会的课
题与希望。课程中也将体验一些基本手语表达方式，一起思考超越语言的交流方式。

用手说话，看见文化⸺从日本与美国手语看语言的多样性

东洋大学福祉社会设计学部 八木 裕子教授


